
 

株式会社エフエム茶笛  

平成 26年度第 2回番組審議会議事録 

 

 

 

１．開催年月日：平成 26年 6月 23日（月）10時 00分～11時 00分 

 

 

２．開催場所  ：株式会社エフエム茶笛 ２階 会議室 

 

 

３．委員の出席 

委員総数  ：6名 

出席委員数：4名 

出席委員  ：大山博（番組審議委員会長）小林昌幸 佐藤智 飯島静江 

 

放送事業者側出席者：代表取締役社長 荻野 喜美雄 

              専務取締役   東  たか子  

             営業課長    宮岡 洋明 

             技術制作係長  秋山 知広 

 

 

４．議    題  ：番組の放送内容について 

 

 

５．議事概要 ： 

議題に沿って各委員お一人お一人の放送聴取の感想・意見・ 疑問点

などを挙げていただき、他の委員と意見を交わす形式にて議事を進行、

必要に応じて放送事業者側出席者が説明・ 回答しながら会を進めた。 

 

 

  



 

６．審議内容 
 

委 員 長：これより各委員からご意見をいただきます。 

 

委  員：私も通勤の時や土日に放送を聴いております。良く感じるのは、交通事故予防

について番組で触れている点です。朝の子供の通学時間帯や夕方の暗くなる時

間帯に、一言でも事故防止に触れていただくと非常に高い即効性があると思い

ます。私のようなドライバーも多く聴いているはずですので、言葉で投げかけ

ることで、交通事故への注意喚起を促すことができると思います。 

 

事 業 者：昨年から、放送地域内の交通死亡事故の多発を受けまして、より一層、交通事

故防止に取り組ませていただいています。 

 

委  員：子供を持つ親としての感想なのですが、学校の活動を採り上げていただいたり、

子供が防災について語る機会を設けていたり、日頃、（子供達が出演している

放送＝「ちびっこ文学館」を）聴くことが出来ない親のために、土日の放送枠

を使って再放送していたり、親同士の集まりの中でも嬉しいとの声が聞こえて

います。 

 

委 員 長：私は入間市の交通事故相談員なんですが、様々な事故の事例があります。耳か

らの注意喚起は、非常に効果があると思います。防災について、放送で子供達

が語る場面があったとのことですが。 

 

委  員：以前、市の防災訓練の際に、ＦＭチャッピーでそうした機会（入間市防災訓練

特別番組）を設けていて、これは親の方からの意見でしたが、（事前録音に参

加した）子供達も（放送を）楽しみにしていたとのことです。 

 

事 業 者：昨年、一昨年の 8 月、入間市の防災訓練の前日に、市民の訓練参加促進を目的

に、小中学生の防災討論会を企画して、放送させていただいております。 

 

委  員：「被災地されから３年」では、復興ＦＭネットワークが持ち回りで制作してい

ますが、被災地の現在の様子を知ることができます。日頃から私たちは人との

繋がりを大切にしなければとあらためて気づかせられる番組です。それだけで

はなく、イベント情報や楽しい話題も盛り込まれていますので、（被災地へ）

出かけてみたいという気持ちになります。多くの人達に聴いていただきたいと

思う番組の一つであり、あれから 4 年・5 年と放送を続けていただくよう、ご

尽力をお願い致します。 

  



 

委  員：色々な番組が増えてきたと感じています。よく聴いてみると、新しい声や、番

組の雰囲気が自社番組と異なっているものがあります。入間の情報を 24 時間

流し続けることはありえないと思いますので、自社制作に拘らず、むしろ積極

的に他局制作の番組もバランスを取りながら盛り込んでいただくことで、自社

のパーソナリティの刺激にもなり、他局をインターネットで聴こうとするとそ

れなりの手順を要しますが、聴き流したままでも他局の放送が聴こえるのは良

いと思います。また、委員を務めるにあたり、ついつい大手ＦＭ局と比較して

しまいがちでしたが、最近、コミュニティ放送の在り方はいくらか確立された

のだなと感じました。在京の大手キー局は東京の情報が多いわけで、コミュニ

ティ放送局であれば、全国のコミュニティ放送局同士の番組がネットワークす

ることで、例えば（ＦＭチャッピーで放送している）石巻の番組を聴けば、

（チューニングを変えずとも）ついつい忘れそうになっている（被災地）石巻

の情報を知ることが出来ますので、１局を聴き続けることで、いつしか全国の

情報を知ることにも繋がります。あとは他局番組と自社番組のバランスと、再

放送やホームページを利用することで、情報発信の徹底を図っていけば良いの

ではと感じました。 

 

委 員 長：出席委員の皆様ありがとうございました。これにて議事を終了させていただき

ます。 

（以上で議事終了） 

 

  



 

 

７．審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置及びその年月日 

   
審議機関の答申又は改善意見の内容 事業者による対応措置 対応措置の実行年月日 

なし なし  

 

 

８．審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表の内容、  

方法及び年月日 
 

本議事録を、下記の日時、方法にて公表・閲覧可能と致します。 

・6月 28日より、弊社ホームページ（URL http://www.fmchappy.jp） にて掲載。 

 

 

９．その他の参考事項 

  
 特にありません。 

以上 

 

 

 
社 名 株式会社エフエム茶笛 


